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農林統計速報 

乳牛養鶏ともに堅実な伸び 

昭和 37 年度農家経済の動き 
 

 昭和 37 年度（37 年４月～38 年３月）１ヵ年間の

農家経済調査よりみた農家経済調査よりみた農家１

戸平均の現金収支の概要は次のとおりである。 

 岡山県の37年度における農家現金所得は、475,364

円で、36 年度（36 年４月～37 年３月）の 439,749

円に比べ、8.1％増加したが、租税公課諸負担と家計

費を差引いた経済余剰（現金差引額）は前年度の

100,631円に比べ 2.5％増の 103,181円と横這いであ

った。 

  

１、農業所得 

   農業現金収入面では、36年に比べ米 30％、果

樹 110.7％、畜産 49.3％の上昇を示し、畜産に

ついては乳牛・養鶏部門とも堅実に伸び、麦は

減少したが、農業収入全体では前年の 270,167

円を 18.1％上廻る 319,028 円となった。 

   これに対し農業現金支出（年々減価償却を行

なう固定設備費を除いた経営経費のみ）では肥

料費は、ここ数年来変らないが、雇用労賃は

35.2％増と農村基幹労働力の不足による人件費

が増加しており、畜産収入の伸びに対応して飼

料費が大巾に 42.6％目立って増加しているし、

支出の中に占める割合も前年度の 39.1％から

43.6％と大きくなった。農業支出全体では前年

度の 107,312 円に対し、137,371 円と 28％の支

出増になった。 

   農業収入から農業支出を差引いた農業現金所

得は 181,657円で前年度を 11.5％上廻った。 

 ２、農外所得 

   農外収入のうち賃労働・給料・俸給の計では

賃金上昇もあって 11.5％増の 192,763円となっ

た。農外収入全体では事業収入の減少が大きく

響き、前年比 98.6％の 310,531 円また農外収入

から農外支出を差引いた農外所得は前年度の

276,894 円に比べ、6.1％増の 293,707円となっ

た。 

 ３、租税公課諸負担 

   農外収入の増加に伴って、市町村税の漸増、

各種社会保険料の増加もあって、全体では前年

の 31,973 円に比べ、11.9％の 35,766 円となっ

た。 

 ４、家計支出 

   家計費（自家生産物の米麦・野菜・燃料など

の家計仕向、減価償却を含まない）の現金支出

は前年度の 307,145 円に対し 37年度は 336,417

円と 10.9％の支出増となった。うち飲食費は食
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生活の改善・物価の上昇もあって穀類を除き全

般的に伸び前年比 5.5％増加した。飲食費以外の

経費では、電気器具・家具・オートバイなど耐

久消費財の支出が目立ち家具家財費が 24.1％と

膨張しているほか、子弟の教育・保健衛生・観

光ブームに乗った教養娯楽等の保険教育文化費

が増加した。 

   以上、37 年度の農家経済について現金支出面

のみについて概観したが、景気調整下にかかわ

らず農外所得とも順調な推移を示した。反面家

計費の膨張、農外所得のウエイトが年々大きく

なっていることなど、将来において農業経営の

近代化・構造改善を通じて自立農家育成という

目概に到達するためには多くの問題をなげかけ

ているといえよう。 

 

 

 

飼料価格（６月） 
―岡山県平均― 

（農林省岡山統計調査事務所調べ） 

〔農村物価賃金調査―農家購入価格〕 

 


